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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中継方式を使用する無線通信システムの基地局における再送信方法であって、
　端末からデータを受け取った中継局から前記データに対するＡＣＫメッセージ又はＮＡ
ＣＫメッセージが受信されているか否かを確認する過程と、
　前記中継局からＡＣＫメッセージが受信される場合、前記中継局に前記データを送信す
るためのスケジューリング情報を送信する過程と、
　前記中継局から前記データが受信される場合、前記データのエラーを確認する過程と、
　前記データにエラーが発生した場合、前記中継局に前記データの再送信を要請する過程
と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記端末がデータを送信するためのスケジューリング情報を、前記端末と前記中継局の
うち少なくとも一つのノードに送信する過程と、
　前記中継局が前記端末から受け取ったデータのＡＣＫメッセージ又はＮＡＣＫメッセー
ジを送信するためのＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージスケジューリング情報を前記中継局に送
信する過程と、をさらに含み、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージスケジューリング情報に応じて、前記中継局からＡＣ
Ｋメッセージ又はＮＡＣＫメッセージが受信されているか否かを確認することを特徴とす
る請求項１に記載の方法。
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【請求項３】
　前記中継局からＡＣＫメッセージが受信される場合、前記端末にＡＣＫメッセージを送
信する過程をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記中継局からＮＡＣＫメッセージが受信される場合、前記端末に前記データの再送信
を要請する過程をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記端末に再送信を要請する過程は、
　前記端末にＮＡＣＫメッセージを送信する過程を含むことを特徴とする請求項４に記載
の方法。
【請求項６】
　前記中継局に再送信を要請する過程は、
　前記中継局にＮＡＣＫメッセージを送信する過程と、
　前記データを再送信するためのスケジューリング情報を前記中継局に送信する過程と、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記中継局に再送信を要請する過程は、
　前記データを再送信するためのスケジューリング情報を前記中継局に送信する過程を含
むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記中継局から受け取ったデータにエラーがない場合、前記中継局と前記端末のうち少
なくとも一つのノードにＡＣＫメッセージを送信する過程をさらに含むことを特徴とする
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記データが再送信される場合、前記再送信のための有効時間を確認する過程と、
　前記有効時間が満了すると、前記データの再送信を終了する過程と、をさらに含むこと
を特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記端末からと前記中継局からとの信号を受信する成功率を比較する過程をさらに含み
、
　前記中継局から信号を受信する成功率がより高い場合、前記中継局が端末から受け取っ
たデータに対するＡＣＫメッセージ又はＮＡＣＫメッセージが前記中継局から受信されて
いるか否かを確認することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　中継方式を使用する無線通信システムの中継局における再送信方法であって、
　端末がデータを送信するためのスケジューリング情報を利用して、前記端末からデータ
を受信する過程と、
　前記受信されるデータのエラーを確認する過程と、
　前記データにエラーがない場合、基地局にＡＣＫメッセージを送信する過程と、
　前記基地局から前記ＡＣＫメッセージに対する回答で、前記端末から受信したデータを
前記基地局に送るための資源を現わすスケジューリング情報を受信する過程と、
　前記基地局から受け取ったスケジューリング情報を利用して前記データを前記基地局に
送信する過程と、
　前記基地局から再送信要請信号が受信される場合、前記基地局に前記データを再送信す
る過程と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　前記データを受信する過程は、
　前記端末がデータを送信するためのスケジューリング情報を確認する過程と、
　前記スケジューリング情報を利用して、前記端末からデータを受信する過程と、を含む
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ことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記スケジューリング情報を確認する過程は、
　前記基地局から前記端末に送信される、前記端末がデータを送信するためのスケジュー
リング情報を聴取して、前記スケジューリング情報を確認する過程を含むことを特徴とす
る請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記基地局から受信され、前記端末から受け取ったデータに対するＡＣＫメッセージ又
はＮＡＣＫメッセージを送信するためのＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージスケジューリング情
報を確認する過程をさらに含み、
　前記端末から受け取ったデータにエラーがない場合、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージ
スケジューリング情報に応じて、ＡＣＫメッセージを前記基地局に送信することを特徴と
する請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記端末から受け取ったデータにエラーが発生した場合、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセ
ージスケジューリング情報に応じて、ＮＡＣＫメッセージを前記基地局に送信する過程を
さらに含むことを特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記データを再送信する過程は、
　前記基地局からＮＡＣＫメッセージが受信される場合、前記基地局から受信されるデー
タを再送信するためのスケジューリング情報を確認する過程と、
　前記スケジューリング情報に応じて前記データを前記基地局に再送信する過程と、を含
むことを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１７】
　前記データを再送信する過程は、
　前記基地局からデータを再送信するためのスケジューリング情報が受信される場合、前
記スケジューリング情報に応じて前記データを前記基地局に再送信する過程を含むことを
特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１８】
　前記データの再送信を行う場合、前記再送信のための有効時間を確認する過程と、
　前記有効時間が満了すると、前記データの再送信を終了する過程とをさらに含むことを
特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１９】
　中継方式を使用する無線通信システムの基地局における再送信方法であって、
　中継局を通じないで、端末から直接データを受け取る場合、前記データのエラーを確認
する過程と、
　前記データにエラーが発生した場合、前記端末から中継局が受け取ったデータに対する
ＡＣＫメッセージ又はＮＡＣＫメッセージが受信されているか否かを確認する過程と、
　前記中継局からＡＣＫメッセージが受信される場合、前記データの再送信のためのノー
ドを決定する過程と、
　前記再送信のためのノードとして前記中継局が選択される場合、前記基地局が端末から
直接受信した前記データの再送信を前記中継局に要請する過程とを含むこと、
　を特徴とする方法。
【請求項２０】
　前記端末がデータを送信するためのスケジューリング情報を、前記端末と前記中継局の
うち少なくとも一つのノードに送信する過程をさらに含み、
　前記スケジューリング情報を利用して、前記端末から直接データを受け取ることを特徴
とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ＡＣＫメッセージ又はＮＡＣＫメッセージが受信されているか否かを確認する過程
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は、
　前記中継局が前記端末から受け取ったデータに対するＡＣＫメッセージ又はＮＡＣＫメ
ッセージを送信するためのＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージスケジューリング情報を前記中継
局に送信する過程と、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージスケジューリング情報に応じて、前記中継局からＡＣ
Ｋメッセージ又はＮＡＣＫメッセージが受信されているか否かを確認する過程と、を含む
ことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２２】
　前記端末から受け取ったデータにエラーがない場合、前記中継局と前記端末のうち少な
くとも一つのノードにＡＣＫメッセージを送信する過程をさらに含むことを特徴とする請
求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　前記データの再送信のためのノードを決定する過程は、
　前記中継局と前記端末のチャネル状態情報を比較して、チャネル状態情報のより良いノ
ードを前記データ再送信のためのノードとして決定する過程を含むことを特徴とする請求
項１９に記載の方法。
【請求項２４】
　前記再送信のためのノードとして前記中継局が選択される場合、前記端末にＡＣＫメッ
セージを送信する過程をさらに含むことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２５】
　前記中継局に再送信を要請する過程は、
　前記中継局にＮＡＣＫメッセージを送信する過程と、
　前記データを再送信するためのスケジューリング情報を前記中継局に送信する過程と、
を含むことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２６】
　前記中継局に再送信を要請する過程は、
　前記データを再送信するためのスケジューリング情報を前記中継局に送信する過程を含
むことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２７】
　前記中継局からＮＡＣＫメッセージが受信される場合、前記端末に前記データの再送信
を要請する過程をさらに含むことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２８】
　前記再送信のためのノードとして前記端末が選択される場合、前記端末に前記データの
再送信を要請する過程をさらに含むことを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項２９】
　前記データが再送信される場合、前記再送信のための有効時間を確認する過程と、
　前記有効時間が満了すると、前記データの再送信を終了する過程と、をさらに含むこと
を特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項３０】
　前記端末からと前記中継局からとの信号を受信する成功率を比較する過程をさらに含み
、
　前記端末から信号を受信する成功率がより高い場合、前記端末から前記データを受け取
ることを特徴とする請求項１９に記載の方法。
【請求項３１】
　中継方式を使用する無線通信システムの基地局における再送信方法であって、
　端末と中継局がデータを送信するためのスケジューリング情報を前記端末と前記中継局
に送信する過程と、
　前記端末からデータを受け取る前記中継局から、前記端末から前記中継局が受け取った
データに対するＡＣＫメッセージを含むデータが受信される場合、前記データのエラーを
確認する過程と、
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　前記データにエラーが発生した場合、前記中継局に前記エラーの発生したデータの再送
信を要請する過程と、
　前記中継局からデータが受信される場合、前記端末にＡＣＫメッセージを直接送る過程
と、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項３２】
　前記スケジューリング情報を送信する過程は、
　前記端末がデータを送信するためのスケジューリング情報を、前記端末と前記中継局の
うち少なくとも一つのノードに送信する過程と、
　前記中継局が前記端末から受け取ったデータを送信するためのスケジューリング情報を
前記中継局に送信する過程と、
　を含むことを特徴とする請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　前記中継局からＮＡＣＫメッセージが受信される場合、前記端末に前記データの再送信
を要請する過程をさらに含むことを特徴とする請求項３１に記載の方法。
【請求項３４】
　前記中継局から受け取ったデータにエラーがない場合、前記中継局と前記端末のうち少
なくとも一つのノードにＡＣＫメッセージを送信する過程をさらに含むことを特徴とする
請求項３１に記載の方法。
【請求項３５】
　前記データが再送信される場合、前記再送信のための有効時間を確認する過程と、
　前記有効時間が満了すると、前記データの再送信を終了する過程と、をさらに含むこと
を特徴とする請求項３１に記載の方法。
【請求項３６】
　中継方式を使用する無線通信システムの中継局装置であって、
　端末がデータを送信するためのスケジュール情報を利用して、前記端末からデータを受
信する受信部と、
　前記端末から受信されるデータのエラーを検査するための検査部と、
　エラーが発生しないデータを保存するためのデータキューと、
　基地局の再送信要請に応じて前記データの再送信を制御する再送信制御器と、
　前記再送信制御器の制御に応じて前記データキューに保存されたデータを利用して、前
記基地局に再送信するためのデータを生成するデータ生成部と、
　前記生成されたデータを基地局に送信するための送信部と、
　を備え、
　前記送信部は、前記中継局が前記端末から受け取ったデータに対するＡＣＫまたはＮＡ
ＣＫメッセージを基地局に送信し、
　前記受信部は、前記ＡＣＫメッセージに対する回答で前記端末から受信したデータを前
記基地局に送るための資源を現わすスケジューリング情報を受信し、
　前記送信部は、前記端末から受信したデータを前記スケジューリング情報によって前記
基地局に送信することを特徴とする装置。
【請求項３７】
　前記基地局から受信する再送信要請信号を確認するメッセージ処理部をさらに備え、
　前記再送信制御部は、前記メッセージ処理部で前記基地局から受け取った再送信要請信
号が確認されると、前記データの再送信を行うように制御することを特徴とする請求項３
６に記載の装置。
【請求項３８】
　前記再送信制御部の制御に応じて再送信を行う場合、再送信のための有効時間を管理す
る再送信タイマーをさらに備え、
　前記再送信制御器は、前記再送信有効時間が終了する場合、前記データの再送信を終了
することを特徴とする請求項３６に記載の装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムにおける自動再送信要請（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｔｒ
ａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｒｅＱｕｅｓｔ：以下、ＡＲＱとする）を行うための装置及び方
法に関し、特に、中継方式を使用する無線通信システムにおいてＡＲＱを行うための装置
及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムでは、データを送信する無線資源のチャネル状態に応じて特定データ
にエラー（ｅｒｒｏｒ）が発生しうる。このようなエラーに対する制御及び復元技術は、
大きくＡＲＱ技法とＦＥＣ（Ｆｒａｍｅ　Ｅｒｒｏｒ　Ｃｈｅｃｋ）技法とに分けられる
。ここで、ＡＲＱ技法は、受信端で損失されたデータに対して送信端に再送信（ｒｅｔｒ
ａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）を要請する技法である。また、ＦＥＣ技法は、受信端で損失され
たデータに対するエラーを訂正する技法である。
【０００３】
　無線通信システムにおいてＡＲＱ技法を使用する場合、受信端は、受信されたパケット
を復号してエラーが発生したか否かを確認する。このとき、受信されたパケットにエラー
が発生しない場合、受信端は、送信端にＡＣＫ信号を送信する。
【０００４】
　一方、受信されたパケットにエラーが発生した場合、受信端は、送信端にＮＡＣＫ信号
を送信する。
【０００５】
　送信端は、受信端からＡＣＫ信号が受信されると、新しいパケットを送信する。一方、
受信端からＮＡＣＫ信号が受信されると、送信端は、受信端にエラーが発生したパケット
を再送信する。
【０００６】
　最近、無線通信システムは、セルの境界や陰影地域に位置する端末にさらに優れた無線
チャネルを提供するために、中継局を利用した中継方式を使用する。即ち、中継方式を使
用する無線通信システムは、中継局を利用して基地局と端末との間で送受信されるデータ
を中継して、基地局と端末との間にさらに優れた無線チャネルを提供することができる。
【０００７】
　したがって、中継方式を使用する無線通信システムは、中継局を利用したＡＲＱ遂行方
法が必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明の目的は、中継方式を使用する無線通信システムにおいて自動再送信要
請（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｒｅＱｕｅｓｔ）を行うため
の装置及び方法を提供することにある。
【０００９】
　本発明の他の目的は、中継方式を使用する無線通信システムにおいてアップリンク信号
の自動再送信要請を行うための装置及び方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した目的を達成するための本発明の第１態様によれば、中継方式を使用する無線通
信システムの基地局における再送信方法は、端末からデータを受け取った中継局から前記
データに対するＡＣＫメッセージ又はＮＡＣＫメッセージが受信されているか否かを確認
する過程と、前記中継局からＡＣＫメッセージが受信される場合、前記中継局に前記デー
タを送信するためのスケジューリング情報を送信する過程と、前記中継局からデータが受
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信される場合、前記データのエラーを確認する過程と、前記データにエラーが発生した場
合、前記中継局に前記データの再送信を要請する過程とを含むことを特徴とする。
【００１１】
　上述した目的を達成するための本発明の第２態様によれば、中継方式を使用する無線通
信システムの中継局における再送信方法は、端末がデータを送信するためのスケジューリ
ング情報を利用して、前記端末からデータを受信する過程と、前記受信されるデータのエ
ラーを確認する過程と、前記データにエラーがない場合、基地局にＡＣＫメッセージを送
信する過程と、前記基地局から前記ＡＣＫメッセージに対する回答で、前記端末から受信
したデータを前記基地局に送るための資源を現わすスケジューリング情報を受信する過程
と、前記基地局から受け取ったスケジューリング情報を利用して前記データを前記基地局
に送信する過程と、前記基地局から再送信要請信号が受信される場合、前記基地局に前記
データを再送信する過程とを含むことを特徴とする。
【００１２】
　上述した目的を達成するための本発明の第３態様によれば、中継方式を使用する無線通
信システムの基地局における再送信方法は、中継局を通じないで、端末から直接データを
受け取る場合、前記データのエラーを確認する過程と、前記データにエラーが発生した場
合、前記中継局が前記端末から受け取ったデータに対するＡＣＫメッセージ又はＮＡＣＫ
メッセージが受信されているか否かを確認する過程と、前記中継局からＡＣＫメッセージ
が受信される場合、前記データの再送信のためのノードを決定する過程と、前記再送信の
ためのノードとして中継局が選択される場合、前記基地局が端末から直接受信した前記デ
ータの再送信を前記中継局に要請する過程とを含むことを特徴とする。
【００１４】
　上述した目的を達成するための本発明の第４態様によれば、中継方式を使用する無線通
信システムの基地局における再送信方法は、端末と中継局がデータを送信するためのスケ
ジューリング情報を前記端末と中継局に送信する過程と、前記端末からデータを受け取る
中継局から、前記端末から前記中継局が受け取ったデータに対するＡＣＫメッセージを含
むデータが受信される場合、前記データのエラーを確認する過程と、前記データにエラー
が発生した場合、前記中継局に前記エラーの発生したデータの再送信を要請する過程と、
前記中継局からデータが受信される場合、前記端末でＡＣＫメッセージを直接送る過程と
、を含む。
【００１６】
　上述した目的を達成するための本発明の第５態様によれば、中継方式を使用する無線通
信システムの中継局装置は、端末がデータを送信するためのスケジュール情報を利用して
、前記端末からデータを受信する受信部と、前記端末から受信されるデータのエラーを検
査するための検査部と、前記エラーが発生しないデータを保存するためのデータキューと
、基地局の再送信要請に応じて前記データの再送信を制御する再送信制御器と、前記再送
信制御器の制御に応じて前記データキューに保存されたデータを利用して、前記基地局に
再送信するためのデータを生成するデータ生成部と、前記生成されたデータを基地局に送
信するための送信部とを備え、前記送信部は、前記中継局が前記端末から受け取ったデー
タに対するＡＣＫまたはＮＡＣＫメッセージを基地局に送信し、前記受信部は、前記ＡＣ
Ｋメッセージに対する回答で前記端末から受信したデータを前記基地局に送るための資源
を現わすスケジューリング情報を受信し、前記送信部は、前記端末から受信したデータを
前記スケジューリング情報によって前記基地局で送信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明は、中継方式を使用する無線通信システムにおいて中継局を利用したアップリン
ク信号に対する自動再送信要請（ＡＲＱ：Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｔｒａｎｓｍｉｓｓ
ｉｏｎ　ｒｅＱｕｅｓｔ）を行うことで、中継局は、基地局に対してエラーのないデータ
のみ再送信を行って、基地局は、データに対して信頼度を向上させることができるという
利点がある。
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【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムの構成を示す図
である。
【図２】本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおけるアップ
リンク信号を再送信するための手順を示す図である。
【図３】本発明の他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおけるア
ップリンク信号を再送信するための手順を示す図である。
【図４】本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおけるアップ
リンク信号を再送信するための基地局の動作手順を示す図である。
【図５】本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおけるアップ
リンク信号を中継する中継局の動作手順を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおけるアップ
リンク信号を中継するための端末の動作手順を示す図である。
【図７】本発明の他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおけるア
ップリンク信号を再送信するための手順を示す図である。
【図８】本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにお
けるアップリンク信号を再送信するための手順を示す図である。
【図９】本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにお
けるアップリンク信号を再送信するための基地局の動作手順を示す図である。
【図１０】本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムに
おけるアップリンク信号を中継する中継局の動作手順を示す図である。
【図１１】本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムに
おけるアップリンク信号を再送信するための手順を示す図である。
【図１２】本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムに
おけるアップリンク信号を再送信するための手順を示す図である。
【図１３】本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムに
おけるアップリンク信号を再送信するための手順を示す図である。
【図１４】本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムに
おけるアップリンク信号を再送信するための基地局の動作手順を示す図である。
【図１５】本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムに
おけるアップリンク信号を中継する中継局の動作手順を示す図である。
【図１６】本発明による中継方式を使用する無線通信システムにおける中継局のブロック
構成を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の構成を、添付された図面を参照して詳細に説明する。同一又は類似した構成要
素に対しては、たとえ他の図面上に表示されても同一又は類似した符号を付していること
に留意すべきである。そして、関連した公知機能あるいは構成についての具体的な説明が
本発明の要旨を不明にするおそれがあると判断された場合には、その詳細な説明を省略す
る。
【００２０】
　以下、本発明は、中継方式を使用する無線通信システムにおけるアップリンクの自動再
送信要請（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｔｒａｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｒｅＱｕｅｓｔ：以下、
ＡＲＱとする）を行うための技術について説明する。
【００２１】
　以下、直交周波数分割多重接続（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖ
ｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　Ａｃｃｅｓｓ）方式を使用する無線通信システ
ムを例に挙げて説明し、他の多重接続方式の通信システムにも同様に適用可能である。
【００２２】
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　上記の無線通信システムは、中継サービスを提供するために、下記の図１に示すように
構成される。
【００２３】
　図１は、本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムの構成を示し
ている。
【００２４】
　図１に示すように、無線通信システムにおける基地局１００は、サービス領域に位置す
る端末１２０と直接リンクを介してサービスを提供する。
【００２５】
　しかしながら、端末１２０が基地局１００のサービス領域の郊外（ｏｕｔｓｋｉｒｔ）
（セル境界地域）に位置するか、又は陰影地域に位置する場合、基地局１００は、中継局
１１０を利用した中継リンクを利用して、端末１２０に高速のデータチャネルを提供する
。
【００２６】
　例えば、ダウンリンクの場合、端末１２０は、基地局１００のサービス領域に含まれる
から、基地局１００と直接リンクを介して制御信号及び低速のデータを受ける。また、端
末１２０は、中継局１１０を介して基地局１００から高速のデータを受け取る。
【００２７】
　アップリンクの場合、基地局１００は、直接リンクを介して端末１２０から制御信号及
び低速のデータチャネルを受け取る。また、基地局１００は、中継局１１０を介して端末
１２０から高速のデータを受け取る。
【００２８】
　上述のように、中継方式を使用する無線通信システムにおける基地局、中継局及び端末
は、互いに通信を行うことができる。
【００２９】
　即ち、端末は、チャネル状態に応じて直接リンクを介して基地局と通信を行うか、又は
中継局を利用した中継リンクを介して基地局と通信を行うことができる。
【００３０】
　万一、端末と基地局とが直接リンクを介して通信を行う場合、中継局は、端末が基地局
に送信するデータを聴取することができる。したがって、基地局で受信したデータにエラ
ーが発生する場合、基地局は、エラーの発生するデータを再送信するためのノードを選択
することができる。例えば、基地局は、端末と中継局からデータを受信する受信成功率を
確認して、受信成功率の良いノードを選択してエラーの発生したデータに対する再送信を
要請することができる。
【００３１】
　以下、無線通信システムにおけるアップリンク信号を再送信するための手順について説
明する。
【００３２】
　まず、基地局でエラーの発生したアップリンクデータを中継局から再送信される場合、
無線通信システムは、下記の図２又は図３に示すように動作する。
【００３３】
　図２は、本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおけるアッ
プリンク信号を再送信するための手順を示している。
【００３４】
　図２に示すように、基地局２００は、端末２０４がデータを送信するための資源のスケ
ジューリング情報を端末２０４に送信する（ステップ２１１、ステップ２１３）。例えば
、基地局２００は、スケジューリング情報を中継局２０２を介して端末２０４に送信する
か、又は中継局２０２と端末２０４とにそれぞれ送信する。
【００３５】
　他の実施の形態として、基地局２００は、スケジューリング情報を端末２０４に直接送
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信する。このとき、中継局２０２は、基地局２００が端末２０４に送信するスケジューリ
ング情報を聴取して、端末２０４のスケジューリング情報を確認することができる。ここ
で、端末２０４は、中継局２０２を介して中継サービスを受けることのできる端末のこと
を意味する。
【００３６】
　中継局２０２と端末２０４とは、基地局２００から受け取ったスケジューリング情報を
利用して、端末２０４がデータを送信する時点及び資源情報を確認する。
【００３７】
　以後、端末２０４は、スケジューリング情報に応じてデータを中継局２０２に送信する
（ステップ２１５）。万一、端末２０４が中継局２０２を認識できない場合、端末２０４
は、データを基地局２００に送信することもできる。この場合、中継局２０２は、スケジ
ューリング情報に応じて端末２０４が基地局２００に送信したデータを聴取して確認する
。
【００３８】
　中継局２０２は、端末２０４から受け取ったデータのエラー検査を行う（ステップ２１
７）。例えば、中継局２０２は、データのエラーチェックコード（ＣＲＣ：Ｃｙｃｌｉｃ
　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）を利用して、データのエラー検査を行う。
【００３９】
　このとき、基地局２００は、端末２０４に送信したスケジューリング情報に応じて、端
末２０４が中継局２０２からデータを送信する時点を認識することができる。したがって
、基地局２００は、端末２０４がデータを送信する時点を考慮して、中継局２０２が端末
２０４から受け取ったデータを自身に送信するためのスケジューリング情報を、中継局２
０２に送信する（ステップ２１９）。
【００４０】
　万一、端末２０４から受け取ったデータにエラーがない場合、中継局２０２は、ステッ
プ２１９にて受け取ったスケジューリング情報を利用して、データを基地局２００に送信
する（ステップ２２１）。このとき、中継局２０２は、データにＡＣＫメッセージを含め
て送信する。
【００４１】
　基地局２００は、中継局２０２から受け取ったデータのエラー検査を行う（ステップ２
２３）。例えば、基地局２００は、データのエラーチェックコードを利用して、データの
エラー検査を行う。
【００４２】
　万一、中継局２０２から受け取ったデータにエラーがない場合、基地局２００は、中継
局２０２又は端末２０４にＡＣＫメッセージを送信する（ステップ２２５、ステップ２２
７）。例えば、基地局２００は、中継局２０２と端末２０４とにそれぞれＡＣＫメッセー
ジを送信するか、又は中継局２０２を介して端末２０４にＡＣＫメッセージを送信する。
【００４３】
　他の実施の形態として、基地局２００は、端末２０４のみにＡＣＫメッセージを送信す
ることができる。このとき、中継局２０２は、基地局２００が端末２０４に送信するＡＣ
Ｋメッセージを聴取して、基地局２００に送信したデータにエラーがないことを確認する
。また、中継局２０２は、基地局２００から一定時間の間にＮＡＣＫメッセージ又はデー
タ再送信のためのスケジューリング情報が受信されないと、基地局２００に送信したデー
タにエラーがないと見なす。
【００４４】
　上述した実施の形態において、基地局２００は、中継局２０２を介して端末２０４が送
信したデータをエラー無しで受信すると、中継局２０２又は端末２０４にＡＣＫメッセー
ジを送信する。他の実施の形態として、基地局２００は、２２１ステップのように中継局
２０２からＡＣＫメッセージの含まれたデータを受信すると、中継局２０２から受け取っ
たデータのエラー発生有無にかかわらず端末２０４にＡＣＫメッセージを送信する。この



(11) JP 5289336 B2 2013.9.11

10

20

30

40

50

場合、基地局２００は、中継局２０２から受信したデータにエラーがないと、中継局２０
２にＡＣＫメッセージを送信するか、又はＡＣＫメッセージを送信しない。
【００４５】
　図３は、本発明の他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおける
アップリンク信号を再送信するための手順を示している。以下、図２で中継局２０２が端
末２０４から受け取ったデータと基地局２００が中継局２０２から受け取ったデータにエ
ラーが発生すると仮定して説明する。
【００４６】
　図３に示すように、基地局３００は、端末３０４がデータを送信するための資源のスケ
ジューリング情報を端末３０４に送信する（ステップ３１１、ステップ３１３）。例えば
、基地局３００は、中継局３０２と端末３０４とにそれぞれスケジューリング情報を送信
するか、又は中継局３０２を介して端末３０４に送信する。
【００４７】
　他の実施の形態として、基地局３００は、端末３０４のみにスケジューリング情報を送
信する。このとき、中継局３０２は、基地局３００が端末３０４に送信するスケジューリ
ング情報を聴取して、端末３０４のスケジューリング情報を確認することができる。ここ
で、端末３０４は、中継局３０２を介して中継サービスを受けることのできる端末を示す
。
【００４８】
　中継局３０２と端末３０４とは、基地局３００から受け取ったスケジューリング情報を
利用して、端末３０４がデータを送信する時点及び資源情報を確認する。
【００４９】
　以後、端末３０４は、スケジューリング情報に応じてデータを中継局３０２に送信する
（ステップ３１５）。万一、端末３０４が中継局３０２を認識できない場合、端末３０４
は、基地局３００にデータを送信することもできる。この場合、中継局３０２は、スケジ
ューリング情報に応じて端末３０４が基地局３００に送信したデータを聴取して確認する
。
【００５０】
　中継局３０２は、端末３０４から受け取ったデータのエラー検査を行う（ステップ３１
７）。例えば、中継局３０２は、データのエラーチェックコードを利用して、データのエ
ラー検査を行う。
【００５１】
　このとき、基地局３００は、端末３０４に送信したスケジューリング情報に応じて、端
末３０４が中継局３０２からデータを送信する時点情報を認識することができる。したが
って、基地局３００は、端末３０２がデータを送信する時点を考慮して、中継局３０２が
端末３０４から受け取ったデータを自身に送信するためのスケジューリング情報を中継局
３０２に送信する（ステップ３１９）。
【００５２】
　万一、端末３０４から受け取ったデータにエラーが発生した場合、中継局３０２は、ス
ケジューリング情報を利用してＮＡＣＫメッセージを基地局３００に送信する（ステップ
３２１）。
【００５３】
　基地局３００は、中継局３０２からＮＡＣＫメッセージを受け取ると、端末３０４に再
送信を要請するＮＡＣＫメッセージを送信する（ステップ３２３）。
【００５４】
　以後、基地局３００は、端末３０４がエラーの発生したデータを再送信するためのスケ
ジューリング情報を端末３０４に送信する（ステップ３２５、ステップ３２７）。例えば
、基地局３００は、中継局３０２と端末３０４とにそれぞれスケジューリング情報を送信
するか、又は中継局３０２を介して端末３０４にスケジューリング情報を送信する。
【００５５】
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　他の実施の形態として、基地局３００は、端末３０４のみにスケジューリング情報を送
信することができる。このとき、中継局３０２は、基地局３００が端末３０４に送信する
スケジューリング情報を聴取して確認することができる。
【００５６】
　中継局３０２と端末３０４とは、基地局３００から受け取ったスケジューリング情報を
利用して、端末３０４がデータを再送信するための時点及び資源情報を確認する。
【００５７】
　以後、端末３０４は、スケジューリング情報に応じてデータを中継局３０２に再送信す
る（ステップ３２９）。万一、端末３０４が中継局３０２を認識できない場合、端末３０
４は、基地局３００にデータを再送信することもできる。この場合、中継局３０２は、ス
ケジューリング情報に応じて端末３０４が基地局３００に再送信したデータを聴取して確
認する。
【００５８】
　中継局３０２は、端末３０４から受け取った再送信データのエラー検査を行う（ステッ
プ３３１）。例えば、中継局３０２は、データのエラーチェックコードを利用して、デー
タのエラー検査を行う。
【００５９】
　このとき、基地局３００は、端末３０４に送信したスケジューリング情報に応じて、端
末３０４が中継局３０２からデータを再送信する時点情報を認識することができる。した
がって、基地局３００は、端末３０２がデータを再送信する時点を考慮して、中継局３０
２が端末３０４から受け取った再送信データを自身に送信するためのスケジューリング情
報を中継局３０２に送信する（ステップ３３３）。
【００６０】
　万一、端末３０４から受け取ったデータにエラーがない場合、中継局３０２は、ステッ
プ３３３にて受け取ったスケジューリング情報を利用して、端末３０４から受け取った再
送信データを基地局３００に送信する（ステップ３３５）。このとき、中継局３０２は、
データにＡＣＫメッセージを含めて送信する。
【００６１】
　基地局３００は、中継局３０２から受け取ったデータのエラー検査を行う（ステップ３
３７）。例えば、基地局３００は、データのエラーチェックコードを利用して、データの
エラー検査を行う。
【００６２】
　万一、中継局３０２から受け取ったデータにエラーが発生した場合、基地局３００は、
中継局３０２にＮＡＣＫメッセージとエラーの発生したデータを再送信するためのスケジ
ューリング情報を中継局３０２に送信する（ステップ３３９、ステップ３４１）。このと
き、基地局３００は、エラーの発生したデータを再送信するためのスケジューリング情報
のみを中継局３０２に送信することもできる。
【００６３】
　中継局３０２は、基地局３００からＮＡＣＫメッセージが受信されると、基地局３００
に送信したデータにエラーが発生したと認識する。したがって、中継局３０２は、ステッ
プ３４１にて基地局３００から受け取ったスケジューリング情報に応じて、エラーの発生
したデータを基地局３００に再送信する（ステップ３４３）。
【００６４】
　基地局３００は、中継局３０２から受け取った再送信データのエラー検査を行う（ステ
ップ３４５）。例えば、基地局３００は、データのエラーチェックコードを利用して、デ
ータのエラー検査を行う。
【００６５】
　万一、中継局３０２から受け取ったデータにエラーがない場合、基地局３００は、中継
局３０２又は端末３０４にＡＣＫメッセージを送信する（ステップ３４７、ステップ３４
９）。例えば、基地局３００は、中継局３０２と端末３０４とにそれぞれＡＣＫメッセー
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ジを送信するか、又は中継局３０２を介して端末３０４にＡＣＫメッセージを送信する。
【００６６】
　他の実施の形態として、基地局３００は、端末３０４のみにＡＣＫメッセージを送信す
ることができる。このとき、中継局３０２は、基地局３００が端末３０４に送信するＡＣ
Ｋメッセージを聴取して、基地局３００に送信したデータにエラーがないことを確認する
。また、中継局３０２は、基地局３００から一定時間の間にＮＡＣＫメッセージ又はデー
タ再送信のためのスケジューリング情報が受信されないと、基地局３００に送信したデー
タにエラーがないと見なす。
【００６７】
　上述した実施の形態において基地局３００は、中継局３０２を介して端末３０４が送信
したデータをエラー無しで受信すると、中継局３０２又は端末３０４にＡＣＫメッセージ
を送信する。他の実施の形態として基地局３００は、３３５ステップのように中継局３０
２からＡＣＫメッセージの含まれたデータを受信すると、中継局３０２から受け取ったデ
ータのエラー発生有無に係わらず端末３０４にＡＣＫメッセージを送信する。この場合、
基地局３００は、中継局３０２から受け取ったデータにエラーがないと、中継局３０２に
ＡＣＫメッセージを送信するか、又はＡＣＫメッセージを送信しない。
【００６８】
　以下、図２又は図３に示すようにアップリンクデータの再送信を行う基地局、中継局及
び端末の動作について説明する。
【００６９】
　図４は、本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおけるアッ
プリンク信号を再送信するための基地局の動作手順を示している。ここで、基地局は、中
継局を介して受け取った端末のアップリンクデータにエラーがない場合、中継局又は端末
にＡＣＫメッセージを送信すると仮定して説明する。
【００７０】
　図４に示すように、まず基地局は、ステップ４０１にて中継局と端末とがアップリンク
データを送信するためのスケジューリング情報を中継局と端末とに送信する。例えば、基
地局は、端末のスケジューリング情報を中継局と端末とにそれぞれ送信するか、又は中継
局を介して端末にスケジューリング情報を送信する。他の実施の形態として、基地局は、
端末のみにスケジューリング情報を送信する。このとき、中継局は、基地局が端末に送信
するスケジューリング情報を聴取して、端末のスケジューリング情報を確認することがで
きる。
【００７１】
　また、基地局は、中継局が端末から受け取ったデータを基地局に送信するためのスケジ
ューリング情報を中継局に送信する。ここで、基地局は、端末が中継局にデータを送信す
る時点を考慮して、スケジューリング情報を中継局に送信する。
【００７２】
　スケジューリング情報を送信した後、基地局は、ステップ４０３に進んで、中継局が端
末から受け取ったデータを送信するためのスケジューリング情報に応じて、中継局からＡ
ＣＫメッセージを含むデータが受信されているか否かを確認する。
【００７３】
　万一、スケジューリング情報に応じてＡＣＫメッセージではないＮＡＣＫメッセージが
受信されると、基地局は、ステップ４０９に進んで端末にデータの再送信を要請するＮＡ
ＣＫメッセージを送信する。
【００７４】
　一方、スケジューリング情報に応じてＡＣＫ情報を含むデータが受信されると、基地局
は、ステップ４０５に進んでデータのエラーを確認する。例えば、基地局は、エラーチェ
ックコードを利用して、データのエラーを検査する。
【００７５】
　万一、データにエラーが発生した場合、基地局は、ステップ４１１に進んでデータを再
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送信するためのスケジューリング情報を中継局に送信する。例えば、基地局は、中継局に
ＮＡＣＫメッセージを送信した後、データを再送信するためのスケジューリング情報を送
信する。他の実施の形態としては、基地局は、中継局にデータを再送信するためのスケジ
ューリング情報のみを送信することができる。
【００７６】
　一方、データにエラーが発生しない場合、基地局は、ステップ４０７に進んで中継局又
は端末にＡＣＫメッセージを送信する。例えば、基地局は、中継局と端末とにそれぞれＡ
ＣＫメッセージを送信するか、又は中継局を介して端末にＡＣＫメッセージを送信する。
他の実施の形態として、基地局は、端末のみにＡＣＫメッセージを送信することができる
。
【００７７】
　その後、基地局は、このアルゴリズムを終了する。
【００７８】
　上述のように、基地局は、データにエラーが発生する場合、中継局又は端末にデータに
対する再送信を要請して再送信手順を行う。このとき、基地局は、再送信のための有効時
間が満了すると、再送信手順を終了する。
【００７９】
　図５は、本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおけるアッ
プリンク信号を中継する中継局の動作手順を示している。
【００８０】
　図５に示すように、まず中継局は、ステップ５０１にて端末のアップリンクスケジュー
リング情報を確認する。例えば、中継局は、基地局から端末のアップリンクスケジューリ
ング情報を受け取る。他の実施の形態として中継局は、基地局が端末に送信するアップリ
ンクスケジューリング情報を聴取して、スケジューリング情報を確認する。
【００８１】
　端末のスケジューリング情報を確認した後、中継局は、ステップ５０３に進んでスケジ
ューリング情報を利用して、端末からデータが受信されているか否かを確認する。
【００８２】
　万一、一定時間の間に端末からデータが受信されないと、中継局は、ステップ５０１に
戻って端末のアップリンクスケジューリング情報を確認する。
【００８３】
　一方、データが受信されると、中継局は、ステップ５０５に進んでデータのエラーを確
認する。例えば、中継局は、エラーチェックコードを利用して、データのエラーを確認す
る。
【００８４】
　万一、データにエラーが発生すると、中継局は、ステップ５１３に進んで、中継局が端
末から受け取ったデータを送信できるように基地局から送信されるスケジューリング情報
を確認する。
【００８５】
　以後、中継局は、ステップ５１５に進んで、ステップ５１３にて確認したスケジューリ
ング情報に応じて、基地局にＮＡＣＫメッセージを送信する。その後、中継局は、ステッ
プ５０１に進んで端末のアップリンクスケジューリング情報を確認する。
【００８６】
　一方、ステップ５０５にてデータにエラーが発生しないと、中継局は、ステップ５０７
に進んで、中継局が端末から受け取ったデータを送信できるように基地局から送信される
スケジューリング情報を確認する。
【００８７】
　以後、中継局は、ステップ５０９に進んでスケジューリング情報に応じて、端末から受
け取ったデータを基地局に送信する。このとき、データは、ＡＣＫメッセージを含む。
【００８８】
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　データを送信した後、中継局は、ステップ５１１に進んで基地局から再送信要請信号が
受信されているか否かを確認する。ここで、再送信要請信号は、ＮＡＣＫメッセージ又は
再送信のためのスケジューリング情報を含む。
【００８９】
　万一、基地局から再送信要請信号が受信されると、中継局は、ステップ５０７に進んで
データを再送信するためのスケジューリング情報を確認する。例えば、中継局は、基地局
からＮＡＣＫメッセージが受信されると、中継局は、基地局に送信したデータにエラーが
発生したと認識して、基地局からデータを再送信するためのスケジューリング情報を受け
取る。他の実施の形態として、中継局は、基地局からデータを再送信するためのスケジュ
ーリング情報を受け取ると、基地局に送信したデータにエラーが発生したと認識する。
【００９０】
　一方、ステップ５１１にて基地局から再送信要請信号が受信されないと、中継局は、こ
のアルゴリズムを終了する。例えば、中継局は、基地局からＡＣＫメッセージが受信され
ると、このアルゴリズムを終了する。ここで、中継局は、基地局が送信するＡＣＫメッセ
ージを受信するか、又は基地局が端末に送信するＡＣＫメッセージを聴取して、ＡＣＫメ
ッセージを確認することができる。他の実施の形態として、中継局は、一定時間の間に基
地局から再送信要請信号が受信されないと、基地局に送信したデータにエラーがないと見
なして、このアルゴリズムを終了する。
【００９１】
　上述のように、中継局は、基地局の再送信要請に応じてデータの再送信手順を行う。こ
のとき、中継局は、再送信のための有効時間が満了すると、再送信手順を終了する。
【００９２】
　図６は、本発明の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおけるアッ
プリンク信号を中継するための端末の動作手順を示している。
【００９３】
　図６に示すように、まず端末は、ステップ６０１に進んで、基地局からアップリンクデ
ータを送信するためのスケジューリング情報が受信されているか否かを確認する。
【００９４】
　万一、スケジューリング情報が受信されると、端末は、ステップ６０３に進んでスケジ
ューリング情報に応じて、基地局又は中継局にデータを送信する。例えば、中継局を認識
する場合、端末は、スケジューリング情報に応じて中継局にデータを送信することができ
る。一方、中継局を認識できない場合、端末は、スケジューリング情報に応じて基地局に
データを送信する。
【００９５】
　データを送信した後、端末は、ステップ６０５に進んで基地局からＡＣＫメッセージが
受信されているか否かを確認する。
【００９６】
　万一、ＡＣＫメッセージではないＮＡＣＫメッセージが受信されるか、又は一定時間の
間にＡＣＫメッセージが受信されないと、端末は、ステップ６０１に戻って基地局からデ
ータを再送信するためのスケジューリング情報が受信されているか否かを確認する。
【００９７】
　一方、ＡＣＫメッセージが受信されると、端末は、このアルゴリズムを終了する。
【００９８】
　また、基地局でエラーの発生したアップリンクデータを中継局が再送信する場合、無線
通信システムは、下記の図７又は下記の図８のように動作する。
【００９９】
　図７は、本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムに
おけるアップリンク信号を再送信するための手順を示している。
【０１００】
　図７に示すように、基地局７００は、端末７０４がデータを送信するための資源のスケ
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ジューリング情報を中継局７０２又は端末７０４に送信する（ステップ７１１、ステップ
７１３）。例えば、基地局７００は、中継局７０２と端末７０４とにそれぞれスケジュー
リング情報を送信するか、又は中継局７０２を介して端末７０４にスケジューリング情報
を送信する。
【０１０１】
　他の実施の形態として、基地局７００は、端末７０４のみにスケジューリング情報を送
信することができる。このとき、中継局７０２は、基地局７００が端末７０４に送信した
スケジューリング情報を聴取して、端末７０４のスケジューリング情報を確認することが
できる。
【０１０２】
　中継局７０２と端末７０４は、基地局７００から受け取ったスケジューリング情報を利
用して、端末７０４がデータを送信する時点及び資源情報を確認する。
【０１０３】
　以後、端末７０４は、スケジューリング情報に応じてデータを中継局７０２に送信する
（ステップ７１５）。万一、端末７０４が中継局７０２を認識できない場合、端末７０４
は、基地局７００にデータを送信することもできる。このとき、中継局７０２は、スケジ
ューリング情報に応じて端末７０４が基地局７００に送信したデータを聴取して確認する
。
【０１０４】
　中継局７０２は、端末７０４から受け取ったデータのエラー検査を行う（ステップ７１
７）。例えば、中継局７０２は、データのエラーチェックコードを利用して、データのエ
ラー検査を行う。
【０１０５】
　万一、端末７０４から受け取ったデータにエラーがない場合、中継局７０２は、基地局
７００から受け取ったＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情
報に応じて、基地局７００にＡＣＫメッセージを送信する（ステップ７１９）。ここで、
基地局７００は、端末７０４が中継局７０２にデータを送信する時点に応じて、中継局７
０２にＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報を送信する。
【０１０６】
　基地局７００は、中継局７０２からＡＣＫメッセージが受信されると、中継局７０２が
端末７０４から受け取ったデータを基地局７００に送信するためのスケジューリング情報
を中継局７０２に送信する（ステップ７２１）。
【０１０７】
　中継局７０２は、スケジューリング情報を利用して、端末７０４から受け取ったデータ
を基地局７００に送信する（ステップ７２３）。
【０１０８】
　基地局７００は、中継局７０２から受け取ったデータのエラー検査を行う（ステップ７
２５）。例えば、基地局７００は、データのエラーチェックコードを利用して、データの
エラー検査を行う。
【０１０９】
　万一、中継局７０２から受け取ったデータにエラーがない場合、基地局７００は、中継
局７０２又は端末７０４にＡＣＫメッセージを送信する（ステップ７２７、ステップ７２
９）。例えば、基地局７００は、中継局７０２と端末７０４とにそれぞれＡＣＫメッセー
ジを送信するか、又は中継局７０２を介して端末７０４にＡＣＫメッセージを送信する。
【０１１０】
　他の実施の形態としては、基地局７００は、端末７０４のみにＡＣＫメッセージを送信
する。このとき、中継局７０２は、基地局７００が端末７０４に送信するＡＣＫメッセー
ジを聴取して、基地局７００に送信したデータにエラーがないことを確認する。また、中
継局７０２は、基地局７００から一定時間の間にＮＡＣＫメッセージ又はデータ再送信の
ためのスケジューリング情報が受信されないと、基地局７００に送信したデータにエラー
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がないと見なす。
【０１１１】
　上述した実施の形態において基地局７００は、中継局７０２を介して端末７０４が送信
したデータをエラー無しで受信すると、中継局７０２又は端末７０４にＡＣＫメッセージ
を送信する。他の実施の形態として、基地局７００は、ステップ７１９のように中継局７
０２からＡＣＫメッセージを受信すると、端末７０４にＡＣＫメッセージを送信する。こ
の場合、基地局７００は、中継局７０２から受け取ったデータにエラーがないと、中継局
７０２にＡＣＫメッセージを送信するか、又はＡＣＫメッセージを送信しない。
【０１１２】
　図８は、本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムに
おけるアップリンク信号を再送信するための手順を示している。以下、図７において中継
局７０２が端末７０４から受け取ったデータと基地局７００が中継局７０２から受け取っ
たデータとにエラーが発生すると仮定して説明する。
【０１１３】
　図８に示すように、基地局８００は、端末８０４がアップリンクデータを送信するため
の資源のスケジューリング情報を中継局８０２又は端末８０４に送信する（ステップ８１
１、ステップ８１３）。例えば、基地局８００は、中継局８０２と端末８０４とにそれぞ
れスケジューリング情報を送信するか、又は中継局８０２を介して端末８０４にスケジュ
ーリング情報を送信する。
【０１１４】
　他の実施の形態として、基地局８００は、端末８０４のみにスケジューリング情報を送
信することができる。このとき、中継局８０２は、基地局８００が端末８０４に送信した
スケジューリング情報を聴取して、端末８０４のアップリンクスケジューリング情報を確
認することができる。
【０１１５】
　中継局８０２と端末８０４とは、基地局８００から受け取ったスケジューリング情報を
利用して、端末８０４がデータを送信する時点及び資源情報を確認する。
【０１１６】
　以後、端末８０４は、スケジューリング情報に応じてデータを中継局８０２に送信する
（ステップ８１５）。万一、端末８０４が中継局８０２を認識できない場合、端末８０４
は、基地局８００にデータを送信することもできる。この場合、中継局８０２は、スケジ
ューリング情報に応じて端末８０４が基地局８００に送信したデータを聴取して確認する
。
【０１１７】
　中継局８０２は、端末８０４から受け取ったデータのエラー検査を行う（ステップ８１
７）。例えば、中継局８０２は、データのエラーチェックコードを利用して、データのエ
ラー検査を行う。
【０１１８】
　万一、端末８０２から受け取ったデータにエラーが発生した場合、中継局８０２は、基
地局８００から受け取ったＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリン
グ情報に応じて、ＮＡＣＫメッセージを基地局８００に送信する（ステップ８１９）。こ
こで、基地局８００は、端末８０４が中継局８０２にデータを送信する時点に応じて、中
継局８０２にＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報を送信
する。
【０１１９】
　基地局８００は、中継局８０２からＮＡＣＫメッセージを受け取ると、端末８０４に再
送信を要請するＮＡＣＫメッセージを送信する（ステップ８２１）。
【０１２０】
　以後、基地局８００は、端末８０４のデータを再送信するためのスケジューリング情報
を中継局８０２又は端末８０４に送信する（ステップ８２３、ステップ８２５）。例えば
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、基地局８００は、中継局８０２と端末８０４とにそれぞれスケジューリング情報を送信
するか、又は中継局８０２を介して端末８０４にスケジューリング情報を送信する。
【０１２１】
　他の実施の形態として、基地局８００は、端末８０４のみにスケジューリング情報を送
信することができる。このとき、中継局８０２は、基地局８００が端末８０４に送信する
スケジューリング情報を聴取して、端末８０４のアップリンクスケジューリング情報を確
認することができる。
【０１２２】
　中継局８０２と端末８０４とは、基地局８００から受け取ったスケジューリング情報を
利用して、端末８０４がデータを再送信するための時点及び資源情報を確認する。
【０１２３】
　以後、端末８０４は、スケジューリング情報に応じてデータを中継局８０２に再送信す
る（ステップ８２７）。万一、端末８０４が中継局８０２を認識できない場合、端末８０
４は、基地局８００にデータを再送信することもできる。この場合、中継局８０２は、ス
ケジューリング情報に応じて端末８０４が基地局８００に再送信したデータを聴取して確
認する。
【０１２４】
　中継局８０２は、端末８０４から受け取った再送信データのエラー検査を行う（ステッ
プ８２９）。例えば、中継局８０２は、データのエラーチェックコードを利用して、デー
タのエラー検査を行う。
【０１２５】
　万一、端末８０４から再送信したデータにエラーがない場合、中継局８０２は、基地局
８００から受け取ったＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情
報に応じて、ＡＣＫメッセージを基地局８００に送信する（ステップ８３１）。ここで、
基地局８００は、端末８０４が中継局８０２にデータを送信する時点に応じて、中継局８
０２にＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報を送信する。
【０１２６】
　基地局８００は、中継局８０２からＡＣＫメッセージが受信されると、中継局８０２が
端末８０４から受け取ったデータを基地局８００に送信するためのスケジューリング情報
を中継局８０２に送信する（ステップ８３３）。
【０１２７】
　中継局８０２は、スケジューリング情報に応じて端末８０４から受け取った再送信デー
タを基地局８００に送信する（ステップ８３５）。
【０１２８】
　基地局８００は、中継局８０２から受け取った再送信データのエラー検査を行う（ステ
ップ８３７）。例えば、基地局８００は、データのエラーチェックコードを利用して、デ
ータのエラー検査を行う。
【０１２９】
　万一、中継局８０２から受け取ったデータにエラーが発生した場合、基地局８００は、
中継局８０２にＮＡＣＫメッセージと中継局８０２がデータを再送信するためのスケジュ
ーリング情報とを中継局８０２に送信する（ステップ８３９、ステップ８４１）。ここで
、基地局８００は、スケジューリング情報のみを中継局８０２に送信できる。
【０１３０】
　中継局８０２は、ＮＡＣＫメッセージが受信されると、基地局８００に送信したデータ
にエラーが発生したと認識して、基地局８００からのエラーの発生したデータを再送信す
るためのスケジューリング情報を確認する。以後、中継局８０２は、スケジューリング情
報に応じてデータを基地局８００に再送信する（ステップ８４３）。
【０１３１】
　基地局８００は、中継局８０２から受け取った再送信データのエラー検査を行う（ステ
ップ８４５）。例えば、基地局８００は、データのエラーチェックコードを利用して、デ
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ータのエラー検査を行う。
【０１３２】
　万一、中継局８０２から再送信したデータにエラーがない場合、基地局８００は、中継
局８０２又は端末８０４にＡＣＫメッセージを送信する（ステップ８４７、ステップ８４
９）。例えば、基地局８００は、中継局８０２と端末８０４とにそれぞれＡＣＫメッセー
ジを送信するか、又は中継局８０２を介して端末８０４にＡＣＫメッセージを送信する。
【０１３３】
　他の実施の形態としては、基地局８００は、端末８０４のみにＡＣＫメッセージを送信
することができる。このとき、中継局８０２は、基地局８００が端末８０４に送信するＡ
ＣＫメッセージを聴取して、基地局８００に送信したデータにエラーがないことを確認す
る。また、中継局８０２は、基地局８００から一定時間の間にＮＡＣＫメッセージ又はデ
ータ再送信のためのスケジューリング情報が受信されないと、基地局８００に送信したデ
ータにエラーがないと見なす。
【０１３４】
　上述した実施の形態において基地局８００は、中継局８０２を介して端末８０４が送信
したデータをエラー無しで受信されると、中継局８０２又は端末８０４にＡＣＫメッセー
ジを送信する。他の実施の形態として基地局８００は、ステップ８３１のように中継局８
０２からＡＣＫメッセージを受信すると、端末８０４にＡＣＫメッセージを送信する。こ
の場合、基地局８００は、中継局８０２から受け取ったデータにエラーがないと、中継局
８０２にＡＣＫメッセージを送信するか、又はＡＣＫメッセージを送信しない。
【０１３５】
　以下、図７又は図８に示すように、アップリンクデータの再送信を行う基地局と中継局
の動作について説明する。
【０１３６】
　図９は、本発明の他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおける
アップリンク信号を再送信するための基地局の動作手順を示している。ここで、基地局は
、中継局を介して受け取った端末のアップリンクデータにエラーがない場合、中継局又は
端末にＡＣＫメッセージを送信すると仮定して説明する。
【０１３７】
　図９に示すように、まず基地局は、ステップ９０１にて端末がアップリンクデータを送
信するための資源のスケジューリング情報を中継局と端末とに送信する。例えば、基地局
は、端末のスケジューリング情報を中継局と端末とにそれぞれ送信するか、又は中継局を
介して端末にスケジューリング情報を送信する。他の実施の形態として、基地局は、端末
のみにスケジューリング情報を送信する。このとき、中継局は、基地局が端末に送信する
スケジューリング情報を聴取して、端末のスケジューリング情報を確認することができる
。
【０１３８】
　また、基地局は、中継局がＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリ
ング情報を中継局に送信する。ここで、基地局は、端末が中継局にデータを送信する時点
に応じて、中継局にアップリンクデータを送信するためのスケジューリング情報を送信す
る。
【０１３９】
　スケジューリング情報を送信した後、基地局は、ステップ９０３に進んで中継局からＡ
ＣＫメッセージが受信されているか否かを確認する。
【０１４０】
　万一、ＡＣＫメッセージではないＮＡＣＫメッセージが受信されると、基地局は、ステ
ップ９１３に進んで端末にデータの再送信を要請するＮＡＣＫメッセージを送信する。
【０１４１】
　一方、ＡＣＫ情報が受信されると、基地局は、ステップ９０５に進んで、中継局が端末
から受け取ったデータを送信するためのスケジューリング情報を中継局に送信する。
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【０１４２】
　スケジューリング情報を送信した後、基地局は、ステップ９０７に進んで中継局からデ
ータを受信する。
【０１４３】
　データが受信されると、基地局は、ステップ９０９に進んでデータのエラーを確認する
。例えば、基地局は、エラーチェックコードを利用してデータのエラーを検査する。
【０１４４】
　万一、データにエラーが発生した場合、基地局は、ステップ９１５に進んでデータの再
送信を要請するＮＡＣＫメッセージを送信する。以後、基地局は、ステップ９０５に進ん
で中継局のエラーの発生したデータを再送信するためのスケジューリング情報を中継局に
送信する。
【０１４５】
　一方、データにエラーが発生しない場合、基地局は、ステップ９１１に進んで中継局又
は端末にＡＣＫメッセージを送信する。例えば、基地局は、中継局と端末とにそれぞれＡ
ＣＫメッセージを送信するか、又は中継局を介して端末にＡＣＫメッセージを送信する。
他の実施の形態としては、基地局は、端末のみにＡＣＫメッセージを送信することができ
る。
【０１４６】
　以後、基地局は、このアルゴリズムを終了する。
【０１４７】
　上述のように、基地局は、データにエラーが発生する場合、中継局又は端末にデータに
対する再送信を要請して再送信手順を行う。このとき、基地局は、再送信を行うための有
効時間が満了すると、再送信手順を終了する。
【０１４８】
　図１０は、本発明の他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システムにおけ
るアップリンク信号を中継する中継局の動作手順を示している。
【０１４９】
　図１０に示すように、まず中継局は、ステップ１００１にて端末のアップリンクスケジ
ューリング情報を確認する。例えば、中継局は、基地局から端末のアップリンクスケジュ
ーリング情報を受け取る。他の実施の形態として中継局は、基地局が端末に送信するアッ
プリンクスケジューリング情報を聴取して、スケジューリング情報を確認する。
【０１５０】
　端末のスケジューリング情報を確認した後、中継局は、ステップ１００３に進んで、ス
ケジューリング情報に応じて、端末からデータが受信されているか否かを確認する。
【０１５１】
　万一、一定時間の間にデータが受信されないと、中継局は、ステップ１００１に戻って
端末のアップリンクスケジューリング情報を確認する。
【０１５２】
　一方、スケジューリング情報に応じて端末からデータが受信されると、中継局は、ステ
ップ１００５に進んで端末から受け取ったデータのエラーを確認する。例えば、中継局は
、エラーチェックコードを利用してデータのエラーを確認する。
【０１５３】
　万一、データにエラーが発生すると、中継局は、ステップ１０１５に進んで基地局から
受け取ったＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報に応じて
、基地局にＮＡＣＫメッセージを送信する。以後、中継局は、ステップ１００１に戻って
端末のデータを再送信するためのスケジューリング情報を確認する。
【０１５４】
　一方、ステップ１００５にてデータにエラーが発生しないと、中継局は、ステップ１０
０７に進んで、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報に応
じて、基地局にＡＣＫメッセージを送信する。
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【０１５５】
　ＡＣＫメッセージを送信した後、中継局は、ステップ１００９に進んで、基地局からア
ップリンクデータを送信するためのスケジューリング情報を受け取って確認する。
【０１５６】
　スケジューリング情報を確認した後、中継局は、ステップ１０１１に進んでスケジュー
リング情報に応じて端末から受け取ったデータを基地局に送信する。
【０１５７】
　データを送信した後、中継局は、ステップ１０１３に進んで基地局から再送信要請信号
が受信されているか否かを確認する。ここで、再送信要請信号は、ＮＡＣＫメッセージを
含む。
【０１５８】
　万一、基地局から再送信要請信号が受信されると、中継局は、ステップ１００９に戻っ
て、基地局からデータを再送信するためのスケジューリング情報を受け取って確認する。
例えば、中継局は、基地局からＮＡＣＫメッセージが受信されると、中継局は、基地局に
送信したデータにエラーが発生したと認識して、基地局からデータを再送信するためのス
ケジューリング情報を受け取る。
【０１５９】
　一方、基地局から再送信要請信号が受信されないと、中継局は、このアルゴリズムを終
了する。例えば、中継局は、基地局からＡＣＫメッセージが受信されると、このアルゴリ
ズムを終了する。ここで、中継局は、基地局が送信するＡＣＫメッセージを受信するか、
又は基地局が端末に送信するＡＣＫメッセージを聴取して確認することもできる。他の実
施の形態として中継局は、一定時間の間に基地局から再送信要請信号が受信されないと、
基地局に送信したデータにエラーがないと見なして、このアルゴリズムを終了する。
【０１６０】
　上述のように、中継局は、基地局の再送信要請に応じてデータの再送信手順を行う。こ
のとき、中継局は、再送信を行うための有効時間が満了すると、再送信手順を終了する。
【０１６１】
　次に、無線通信システムの基地局で中継局を介さずに端末からデータを直接受信し、デ
ータにエラーが発生する場合に、無線通信システムが、下記の図１１又は図１２に示すよ
うに、中継局又は端末から選択的にデータを再送信するための手順について説明する。
【０１６２】
　図１１は、本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システム
におけるアップリンク信号を再送信するための手順を示している。
【０１６３】
　図１１に示すように、基地局１１００は、端末１１０４がアップリンクデータを送信す
るための資源スケジューリング情報を端末１１０４に送信する（ステップ１１１３）。こ
のとき、中継局１１０２は、基地局１１００が端末１１０４に送信するスケジューリング
情報を聴取して、端末１１０４のアップリンクスケジューリング情報を確認することがで
きる。
【０１６４】
　他の実施の形態として基地局１１００は、中継局１１０２が端末１１０４が送信するア
ップリンクデータを確認することができるように、端末１１０４の識別子（ＩＤ）を含む
モニターリング情報を中継局１１０２に送信する（ステップ１１１１）。
【０１６５】
　このとき、中継局１１０２は、基地局１１００から受け取ったスケジューリング情報又
はモニターリング情報を介して、端末１１０４がデータを送信する時点及び資源情報を確
認する。
【０１６６】
　以後、端末１１０４は、スケジューリング情報に応じてデータを基地局１１００に送信
する（ステップ１１１５）。この場合、中継局１１０２は、スケジューリング情報又はモ
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ニターリング情報に応じて、端末１１０４が基地局１１００に送信したデータを聴取して
確認する。
【０１６７】
　中継局１１０２は、聴取したデータのエラーを検査する。万一データにエラーがないと
、中継局１１０２は、データを一時保存し、基地局１１００にＡＣＫメッセージを送信す
る。一方、聴取したデータにエラーが発生した場合、中継局１１０２は、基地局１１００
にＮＡＣＫメッセージを送信する。このとき、中継局１１０２は、基地局１１００から受
け取ったＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報に応じて、
基地局１１００にＡＣＫメッセージ又はＮＡＣＫメッセージを送信する。
【０１６８】
　基地局１１００は、端末１１０４から受け取ったデータのエラー検査を行う（ステップ
１１１７）。例えば、基地局１１００は、データのエラーチェックコードを利用して、デ
ータのエラー検査を行う。
【０１６９】
　万一、端末１１０４から受け取ったデータにエラーがない場合、基地局１１００は、中
継局１１０２又は端末１１０４にＡＣＫメッセージを送信する（ステップ１１１９、ステ
ップ１１２１）。例えば、基地局１１００は、中継局１１０２と端末１１０４とにそれぞ
れＡＣＫメッセージを送信するか、又は中継局１１０２を介して端末１１０４にＡＣＫメ
ッセージを送信する。
【０１７０】
　他の実施の形態としては、基地局１１００は、端末１１０４のみにＡＣＫメッセージを
送信することができる。このとき、中継局１１０２は、基地局１１００が端末１１０４に
送信するＡＣＫメッセージを聴取して、基地局１１００に送信したデータにエラーがない
ことを確認する。
【０１７１】
　また、中継局１１０２は、基地局１１００から一定時間の間にＮＡＣＫメッセージ又は
データ再送信のためのスケジューリング情報が受信されないと、基地局１１００に送信し
たデータにエラーがないと見なす。
【０１７２】
　図１２は、本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システム
におけるアップリンク信号を再送信するための手順を示している。以下、図１１において
中継局１００２が端末１００４から受け取ったデータと基地局１０００が中継局１００２
から受け取ったデータとにエラーが発生すると仮定して説明する。
【０１７３】
　図１２に示すように、基地局１２００は、端末１２０４がアップリンクデータを送信す
るための資源のスケジューリング情報を端末１２０４に送信する（ステップ１２１３）。
このとき、中継局１２０２は、中継局１２０２と通信を行う端末１２０４に対して基地局
１２００から送信されるスケジューリング情報を聴取して、端末１２０４のアップリンク
スケジューリング情報を確認することができる。
【０１７４】
　他の実施の形態として基地局１２００は、中継局１２０２が端末１２０４が送信するア
ップリンクデータを確認することができるように、端末１２０４の識別子（ＩＤ）を含む
モニターリング情報を中継局１２０２に送信する（ステップ１２１１）。
【０１７５】
　このとき、中継局１２０２は、スケジューリング情報又はモニターリング情報を介して
、端末１２０４がデータを送信する時点及び資源情報を確認する。
【０１７６】
　スケジューリング情報を確認した端末１２０４は、スケジューリング情報に応じてデー
タを基地局１２００に送信する（ステップ１２１５）。この場合、中継局１２０２は、ス
ケジューリング情報又はモニターリング情報に応じて、端末１２０４が基地局１２００に
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送信したデータを聴取して確認する。
【０１７７】
　基地局１２００と中継局１２０２とは、端末１２０４から受け取ったデータのエラーを
検査する（ステップ１２１７、ステップ１２１９）。このとき、中継局１２０２は、端末
１２０４から受け取ったデータにエラーがないと、データを一時保存し、基地局１２００
にＡＣＫメッセージを送信する。一方、端末１２０４から受け取ったデータにエラーが発
生した場合、中継局１２０２は、基地局１２００にＮＡＣＫメッセージを送信する。ここ
で、中継局１２０２は、基地局１２００から受け取ったＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送
信するためのスケジューリング情報に応じて、基地局１２００にＡＣＫ又はＮＡＣＫメッ
セージを送信する。
【０１７８】
　中継局１２０２が受信したデータにエラーが発生すると仮定する場合、中継局１２０２
は、基地局１２００にＮＡＣＫメッセージを送信する（ステップ１２２１）。
【０１７９】
　基地局１２００が受信したデータにエラーが発生すると仮定する場合、中継局１２０２
から受信されるＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを確認する。このとき、中継局１２０２から
ＮＡＣＫメッセージが受信されると、基地局１２００は、データの再送信を要請するＮＡ
ＣＫメッセージを端末１２０４に送信する（ステップ１２２３）。
【０１８０】
　以後、基地局１２００は、端末１２０４がアップリンクデータを再送信するための資源
スケジューリング情報を端末１２０４に送信する（ステップ１２２７）。このとき、中継
局１２０２は、中継局１２０２と通信を行う端末１２０４に対して基地局１２００から送
信されたスケジューリング情報を聴取して、端末１２０４のアップリンクスケジューリン
グ情報を確認することができる。
【０１８１】
　万一、基地局１２００から中継局１２０２へモニターリング情報を送信する場合（ステ
ップ１２２５）、中継局１２０２は、モニターリング情報に応じて端末１２０４がデータ
を再送信する時点及び資源を確認することができる。
【０１８２】
　基地局１２００からスケジューリング情報を確認した端末１２０４は、スケジューリン
グ情報に応じてデータを基地局１２００に再送信する（ステップ１２２９）。このとき、
中継局１２０２は、スケジューリング情報又はモニターリング情報に応じて、端末１２０
４が基地局１２００に送信したデータを聴取して確認する。
【０１８３】
　基地局１２００と中継局１２０２とは、端末１２０４から受け取ったデータのエラーを
検査する（ステップ１２３１、ステップ１２３３）。ここで、中継局１２０２は、データ
にエラーがないと、データを一時保存し、基地局１２００にＡＣＫメッセージを送信する
。万一、データにエラーが発生した場合、中継局１２０２は、基地局１２００にＮＡＣＫ
メッセージを送信する。このとき、中継局１２０２は、基地局１２００から受け取ったＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報に応じて、基地局１２
００にＡＣＫ又はＮＡＣＫメッセージを送信する。
【０１８４】
　万一、中継局１２０２が受信したデータにエラーがないと仮定する場合、中継局１２０
２は、基地局１２００にＡＣＫメッセージを送信する（ステップ１２３５）。
【０１８５】
　基地局１２００が受信したデータにエラーが発生した場合、基地局１２００は、中継局
１２０２からＡＣＫ又はＮＡＣＫメッセージが受信されているか否かを確認する。
【０１８６】
　このとき、基地局１２００は、中継局１２０２からＡＣＫメッセージを受け取ると、基
地局１２００は、中継局１２０２と端末１２０４のうち、エラーの発生したデータを再送
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信されるためのノードを決定する。例えば、基地局１２００は、中継局１２０２とのチャ
ネル情報と端末１２０４とのチャネル情報とを考慮して、エラーの発生したデータを再送
信するためのノードを決定する。
【０１８７】
　万一、中継局１２０２をエラーの発生したデータを再送信されるためのノードとして決
定する場合、基地局１２００は、中継局１２０２が端末１２０４から聴取したデータを送
信するためのスケジューリング情報を中継局１２０２に送信する（ステップ１２３７）。
【０１８８】
　中継局１２０２は、スケジューリング情報を利用して、基地局１２００に端末１２０４
から聴取したデータを送信する（ステップ１２３９）。
【０１８９】
　基地局１２００は、中継局１２０２から受け取った再送信データのエラー検査を行う（
ステップ１２４１）。例えば、基地局１２００は、データのエラーチェックコードを利用
して、データのエラー検査を行う。
【０１９０】
　万一、データにエラーが発生した場合、基地局１２００は、ＮＡＣＫメッセージと中継
局１２０２がデータを再送信するためのスケジューリング情報とを中継局１２０２に送信
する（ステップ１２４３、ステップ１２４５）。ここで、基地局１２００は、スケジュー
リング情報のみを中継局１２０２に送信できる。
【０１９１】
　中継局１２０２は、ＮＡＣＫメッセージが受信されると、基地局１２００に送信したデ
ータにエラーが発生したと認識して、スケジューリング情報に応じてデータを基地局１２
００に再送信する（ステップ１２４７）。
【０１９２】
　基地局１２００は、中継局１２０２から受け取った再送信データのエラー検査を行う（
ステップ１２４９）。例えば、基地局１２００は、データのエラーチェックコードを利用
して、データのエラー検査を行う。
【０１９３】
　万一、データにエラーがない場合、基地局１２００は、中継局１２０２又は端末１２０
４にＡＣＫメッセージを送信する（ステップ１２５１、ステップ１２５３）。例えば、基
地局１２００は、中継局１２０２と端末１２０４とにそれぞれＡＣＫメッセージを送信す
るか、又は中継局１２０２を介して端末１２０４にＡＣＫメッセージを送信する。
【０１９４】
　他の実施の形態としては、基地局１２００は、端末１２０４のみにＡＣＫメッセージを
送信することができる。このとき、中継局１２０２は、基地局１２００が端末１２０４に
送信するＡＣＫメッセージを聴取して、基地局１２００に送信したデータにエラーがない
ことを確認する。また、中継局１２０２は、基地局１２００から一定時間の間にＮＡＣＫ
メッセージ又はデータ再送信のためのスケジューリング情報が受信されないと、基地局１
２００に送信したデータにエラーがないと見なす。
【０１９５】
　上述した実施の形態において基地局１１００は、中継局１１０２を介して端末１１０４
のアップリンクデータをエラー無しで受信すると、中継局１１０２又は端末１１０４にＡ
ＣＫメッセージを送信する。他の実施の形態として基地局１１００は、ステップ１２３５
のように中継局１１０２からＡＣＫメッセージを受信すると、端末１１０４にＡＣＫメッ
セージを送信する。この場合、基地局１１００は、中継局１１０２から受信したデータに
エラーがないと、中継局１１０２にＡＣＫメッセージを送信するか、又はＡＣＫメッセー
ジを送信しない。
【０１９６】
　万一、基地局でエラーの発生したデータの再送信を要請するノードとして端末を選択す
る場合、無線通信システムは、下記の図１３のように再送信手順を行う。
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【０１９７】
　図１３は、本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システム
におけるアップリンク信号を再送信するための手順を示している。
【０１９８】
　図１３に示すように、基地局１３００は、端末１３０４がアップリンクデータを送信す
るための資源のスケジューリング情報を端末１３０４に送信する（ステップ１３１３）。
このとき、中継局１３０２は、基地局１３００が端末１３０４に送信するスケジューリン
グ情報を聴取して、端末１３０４のアップリンクスケジューリング情報を確認することが
できる。
【０１９９】
　他の実施の形態として基地局１３００は、中継局１３０２が端末１３０４が送信するア
ップリンクデータを確認できるように、端末１３０４の識別子（ＩＤ）を含むモニターリ
ング情報を中継局１３０２に送信する（ステップ１３１１）。
【０２００】
　このとき、中継局１３０２は、スケジューリング情報又はモニターリング情報を介して
、端末１３０４がデータを送信する時点及び資源情報を確認する。
【０２０１】
　スケジューリング情報を確認した端末１３０４は、スケジューリング情報に応じてデー
タを基地局１３００に送信する（ステップ１３１５）。この場合、中継局１３０２は、ス
ケジューリング情報又はモニターリング情報に応じて、端末１３０４が基地局１３００に
送信したデータを聴取して確認する。
【０２０２】
　基地局１３００と中継局１３０２とは、端末１３０４から受け取ったデータのエラーを
検査する（ステップ１３１７、ステップ１３１９）。ここで、中継局１３０２は、データ
にエラーがないと、データを一時保存し、基地局１３００にＡＣＫメッセージを送信する
。万一、データにエラーが発生した場合、中継局１３０２は、基地局１３００にＮＡＣＫ
メッセージを送信する。このとき、中継局１３０２は、基地局１３００から受け取ったＡ
ＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報に応じて、基地局１３
００にＡＣＫ又はＮＡＣＫメッセージを送信する。
【０２０３】
　中継局１３０２が受信したデータにエラーがないと仮定する場合、中継局１３０２は、
基地局１３００にＡＣＫメッセージを送信する（ステップ１３２１）。
【０２０４】
　万一、基地局１３００が受信したデータにエラーが発生すると仮定する場合、基地局１
３００は、データの再送信を要請するノード（例：中継局１３０２又は端末１３０４）を
選択する。例えば、基地局１３００は、中継局１３０２と端末１３０４とのチャネル状態
を確認して、データの再送信を要請するノードを選択する。
【０２０５】
　基地局１３００でデータを再送信されるためのノードとして端末１３０４を仮定する場
合、基地局１３００は、中継局１３０２からＡＣＫメッセージが送信されても、端末１３
０４にデータの再送信を要請するＮＡＣＫメッセージを送信する（ステップ１３２３）。
【０２０６】
　以後、基地局１３００は、端末１３０４がアップリンクデータを再送信するための資源
スケジューリング情報を端末１３０４に送信する（ステップ１３２５）。
【０２０７】
　スケジューリング情報を確認した端末１３０４は、スケジューリング情報に応じてエラ
ーの発生したデータを基地局１３００に再送信する（ステップ１３２７）。
【０２０８】
　基地局１３００は、端末１３０４から受け取ったデータのエラーを検査する（ステップ
１３２９）。例えば、基地局１３００は、データのエラーチェックコードを利用して、デ
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ータのエラー検査を行う。
【０２０９】
　万一、データにエラーがない場合、基地局１３００は、中継局１３０２又は端末１３０
４にＡＣＫメッセージを送信する（ステップ１３３１、ステップ１３３３）。例えば、基
地局１３００は、中継局１３０２と端末１３０４とにそれぞれＡＣＫメッセージを送信す
る。
【０２１０】
　また、基地局１３００は、端末１３０４のみにＡＣＫメッセージを送信することができ
る。このとき、中継局１３０２は、基地局１３００が端末１３０４に送信するＡＣＫメッ
セージを聴取して、基地局１３００に送信したデータにエラーがないことを確認する。ま
た、中継局１３０２は、基地局１３００から一定時間の間にＮＡＣＫメッセージ又はデー
タ再送信のためのスケジューリング情報が受信されないと、基地局１３００に送信したデ
ータにエラーがないと見なす。
【０２１１】
　以下、図１１、図１２、又は図１３に示すように、アップリンクデータの再送信を行う
基地局と中継局の動作について説明する。
【０２１２】
　図１４は、本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システム
におけるアップリンク信号を再送信するための基地局の動作手順を示している。
【０２１３】
　図１４に示すように、まず基地局は、ステップ１４０１にて端末がアップリンクデータ
を送信するためのスケジューリング情報を端末に送信する。また、基地局は、端末のアッ
プリンクデータを確認できるように、端末の識別子情報を含むモニターリング情報を中継
局に送信する。万一、基地局が端末に送信するスケジューリング情報を中継局が聴取する
場合、基地局は、モニターリング情報を中継局に送信しなくても良い。
【０２１４】
　スケジューリング情報を送信した後、基地局は、ステップ１４０３に進んで端末からデ
ータを受信する。
【０２１５】
　データが受信されると、基地局は、ステップ１４０５に進んでデータのエラーを確認す
る。例えば、基地局は、エラーチェックコードを利用して、データのエラーを検査する。
【０２１６】
　万一、データにエラーがない場合、基地局は、ステップ１４１９に進んで中継局又は端
末にＡＣＫメッセージを送信する。即ち、基地局は、中継局と端末とにそれぞれＡＣＫメ
ッセージを送信するか、又は端末のみにＡＣＫメッセージを送信することができる。
【０２１７】
　一方、データにエラーが発生した場合、基地局は、ステップ１４０７に進んで、中継局
からＡＣＫメッセージが受信されているか否かを確認する。
【０２１８】
　万一、中継局からＮＡＣＫメッセージが受信される場合、基地局は、ステップ１４２１
に進んで端末にデータの再送信を要請するＮＡＣＫメッセージを送信する。
【０２１９】
　一方、中継局からＡＣＫメッセージが受信される場合、基地局は、ステップ１４０９に
進んでデータの再送信を要請するノード（例：中継局又は端末）を決定する。ここで、基
地局は、中継局と端末とのチャネル状態を考慮して、データの再送信を要請するノードを
決定する。
【０２２０】
　以後、基地局は、ステップ１４１１に進んで再送信を要請するノードとして中継局が選
択されているか否かを確認する。
【０２２１】
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　万一、再送信を要請するノードとして端末が選択された場合、基地局は、ステップ１４
２１に進んでデータのエラー発生を表すＮＡＣＫメッセージを端末に送信する。
【０２２２】
　ＮＡＣＫメッセージを送信した後、基地局は、ステップ１４０１に戻って端末のアップ
リンクデータを再送信するためのスケジューリング情報を端末に送信する。
【０２２３】
　一方、再送信を要請するノードとして中継局が選択された場合、基地局は、ステップ１
４１３に進んで中継局が端末から聴取したデータを送信するためのスケジューリング情報
を中継局に送信する。
【０２２４】
　スケジューリング情報を送信した後、基地局は、ステップ１４１５に進んで中継局から
データを受信する。
【０２２５】
　データが受信されると、基地局は、ステップ１４１７に進んでデータのエラーを確認す
る。例えば、基地局は、エラーチェックコードを利用して、データのエラーを検査する。
【０２２６】
　万一、データにエラーが発生する場合、基地局は、ステップ１４１３に戻ってエラーの
発生したデータを再送信するためのスケジューリング情報を中継局に送信する。他の実施
の形態として、図示していないが、基地局はデータのエラー発生を表すＮＡＣＫメッセー
ジを中継局に送信する。以後、基地局は、１４１３に戻ってスケジューリング情報を中継
局に送信する。
【０２２７】
　一方、データにエラーが発生しない場合、基地局は、ステップ１４１９に進んで中継局
又は端末にＡＣＫメッセージを送信する。即ち、基地局は、中継局と端末とにそれぞれＡ
ＣＫメッセージを送信するか、又は端末のみにＡＣＫメッセージを送信することができる
。
【０２２８】
　以後、基地局は、このアルゴリズムを終了する。
【０２２９】
　上述のように、基地局は、データにエラーが発生する場合、中継局又は端末にデータに
対する再送信を要請して再送信手順を行う。このとき、基地局は、再送信を行うための有
効時間が満了すると、再送信手順を終了する。
【０２３０】
　図１５は、本発明のさらに他の実施の形態による中継方式を使用する無線通信システム
におけるアップリンク信号を中継する中継局の動作手順を示している。
【０２３１】
　図１５に示すように、まず中継局は、ステップ１５０１にて端末のアップリンクスケジ
ューリング情報を確認する。例えば、中継局は、基地局が中継局と通信を行う端末に送信
するアップリンクスケジューリング情報を聴取して、スケジューリング情報を確認する。
他の実施の形態として中継局は、基地局が送信するモニターリング情報を介して、端末の
アップリンクデータを送信するためのスケジューリング情報を確認する。
【０２３２】
　端末のスケジューリング情報を確認した後、中継局は、ステップ１５０３に進んでスケ
ジューリング情報を利用して、端末からデータが受信されているか否かを確認する。
【０２３３】
　万一、一定時間の間にデータが受信されないと、中継局は、ステップ１５０１に戻って
端末のアップリンクスケジューリング情報を確認する。
【０２３４】
　一方、データが受信されると、中継局は、ステップ１５０５に進んでデータのエラーを
確認する。例えば、中継局は、エラーチェックコードを利用して、データのエラーを確認
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する。
【０２３５】
　万一、データにエラーが発生すると、中継局は、ステップ１５１５に進んで基地局から
受け取ったＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報に応じて
、基地局にＮＡＣＫメッセージを送信する。以後、中継局は、ステップ１５０１に戻って
端末のアップリンクスケジューリング情報を確認する。
【０２３６】
　一方、ステップ１５０５にてデータにエラーが発生しないと、中継局は、ステップ１５
０７に進んでＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージを送信するためのスケジューリング情報に応じ
て、基地局にＡＣＫメッセージを送信する。
【０２３７】
　ＡＣＫメッセージを送信した後、中継局は、ステップ１５０９に進んで基地局からアッ
プリンクデータを送信するためのスケジューリング情報が受信されているか否かを確認す
る。
【０２３８】
　万一、スケジューリング情報が受信されると、中継局は、ステップ１５１１に進んでス
ケジューリング情報に応じて基地局にデータを送信する。
【０２３９】
　データを送信した後、中継局は、ステップ１５１３に進んで基地局からＡＣＫメッセー
ジが受信されているか否かを確認する。
【０２４０】
　万一、ＡＣＫメッセージではないＮＡＣＫメッセージが受信される場合、中継局は、１
５０９に戻って基地局からデータを再送信するためのスケジューリング情報が受信されて
いるか否かを確認する。
【０２４１】
　一方、ＡＣＫメッセージが受信されると、中継局は、このアルゴリズムを終了する。例
えば、中継局は、基地局が送信するＡＣＫメッセージを受信するか、又は基地局が中継局
と通信する端末に送信するＡＣＫメッセージを聴取して確認することもできる。他の実施
の形態として中継局は、一定時間の間に基地局から再送信要請信号が受信されないと、基
地局に送信したデータにエラーがないと見なして、このアルゴリズムを終了する。
【０２４２】
　上述のように、中継局は、基地局の再送信要請に応じてデータの再送信手順を行う。こ
のとき、中継局は、再送信を行うための有効時間が満了すると、再送信手順を終了する。
【０２４３】
　以下、上述のように、無線通信システムにおいてデータの再送信を行う基地局、中継局
及び端末のブロック構成について説明する。ここで、基地局、中継局及び端末は、同様に
構成されるので、下記の図１６に示すような中継局のブロック構成を代表として説明して
、基地局と端末のブロック構成についての説明は省略する。
【０２４４】
　図１６は、本発明による中継方式を使用する無線通信システムにおける中継局のブロッ
ク構成を示している。以下では、送信部１６００と受信部１６２０とが相違なるアンテナ
を使用すると仮定して説明するが、送信部１６００と受信部１６２０とは、一つのアンテ
ナを使用することもできる。
【０２４５】
　図１６に示すように、中継局は、送信部１６００、受信部１６２０、送信部１６００と
受信部１６２０とが共有するＡＲＱ制御器１６４０、ＡＲＱ状態部１６５０、ＡＲＱタイ
マー１６６０、及びチャネル推定器１６７０を備える。
【０２４６】
　まず、送信部１６００は、データ生成部１６０１、チャネル符号器１６０３、ＣＲＣ生
成器１６０５、変調器１６０７、ＩＦＦＴ（Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ
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　Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）演算器１６０９及びＲＦ処理器１６１１を備える。
【０２４７】
　データ生成部１６０１は、データキュー１６１３に保存されたデータとメッセージ生成
器１６１７から生成した制御メッセージとをＳＤＵ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉ
ｔ）生成器１６１５で集めて、物理階層送信のための一つのデータを生成する。ここで、
メッセージ生成器１６１７は、受信部１６２０を介して受信したデータにエラーがないと
、ＡＣＫ制御メッセージを生成する。これに対し、メッセージ生成器１６１７は、データ
にエラーが発生した場合、ＮＡＫＣメッセージを生成する。
【０２４８】
　チャネル符号器１６０３は、データ生成部１６０１から受け取ったデータを該当変調水
準（例：ＭＣＳ（Ｍｏｄｕａｌｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）レベル
）に応じて符号化する。ＣＲＣ生成器１６０５は、エラー検出コードを生成して、チャネ
ル符号器１６０３から受け取ったデータに追加して出力する。
【０２４９】
　変調器１６０７は、ＣＲＣ生成器１６０５から受け取ったデータを該当変調水準（例：
ＭＣＳレベル）に応じて変調して出力する。
【０２５０】
　ＩＦＦＴ演算器１６０９は、変調器１６０７から受け取った周波数領域データを逆高速
フーリエ変換して時間領域信号に変換する。
【０２５１】
　ＲＦ処理器１６１１は、ＩＦＦＴ演算器１６０９から受け取ったベースバンド信号を高
周波（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）信号に周波数アップ変換して、アンテナを介し
て基地局又は端末に出力する。
【０２５２】
　次に、受信部１６２０は、ＲＦ処理器１６２１、ＦＦＴ（Ｆａｓｔ　Ｆｏｕｒｉｅｒ　
Ｔｒａｎｓｆｏｒｍ）演算器１６２３、復調器１６２５、ＣＲＣ除去器１６２７、チャネ
ル復号器１６２９及びデータ処理部１６３１を備える。
【０２５３】
　ＲＦ処理器１６２１は、基地局又は端末からアンテナを介して受信した高周波信号をベ
ースバンド信号に周波数ダウン変換して出力する。
【０２５４】
　ＦＦＴ演算器１６２３は、ＲＦ処理器１６２１から受け取った時間領域信号を高速フー
リエ変換して周波数領域信号に変換する。
【０２５５】
　復調器１６２５は、ＦＦＴ演算器１６２３から受け取った信号を該当変調水準に応じて
復調して出力する。このとき、復調器１６２５は、復調された信号をＣＲＣ除去器１６２
７とチャネル推定器１６７０とに出力する。
【０２５６】
　ＣＲＣ除去器１６２７は、復調器１６２５から受け取った信号のエラー検出コードを確
認して、信号のエラー発生有無を判断する。このとき、ＣＲＣ除去器１６２７は、復調器
１６２５から受け取った信号からエラー検出コードを除去する。
【０２５７】
　チャネル復号器１６２９は、ＣＲＣ除去器１６２７から受け取ったエラーのない信号を
該当変調水準に応じて復号して出力する。
【０２５８】
　データ処理部１６３１のＳＤＵ処理器１６３５は、チャネル復号器１６２９から受け取
った物理階層信号からデータと制御メッセージとを分離する。以後、ＳＤＵ処理器１６３
５は、データを第２データキュー１６３７に提供して保存し、制御メッセージは、メッセ
ージ処理器１６３３に提供して復号して確認する。ここで、第１データキュー１６１３と
第２データキュー１６２７とは、同じデータキューでありうる。ここで、メッセージ処理
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部１６３３は、基地局からＮＡＣＫ制御メッセージが受信されると、ＡＲＱ制御器１６４
０にＮＡＣＫ制御メッセージの受信を知らせる。
【０２５９】
　ＡＲＱ状態部１６５０は、再送信されたデータに対するＡＲＱ状態を管理する。ＡＲＱ
タイマー１６６０は、中継局の再送信のための有効時間（ｌｉｆｅ　ｔｉｍｅ）を管理す
る。
【０２６０】
　ＡＲＱ制御器１６４０は、ＡＲＱ状態部１６５０及びＡＲＱタイマー１５４３と連動し
て、中継局の全般的なＡＲＱの動作を制御する。このとき、ＡＲＱ制御器１６４０は、送
信部１６００のデータ生成部１６０１、チャネル符号器１６０３及びＣＲＣ生成器１６０
５と通信しつつ再送信を制御する。例えば、受信部１６２０を介して基地局から再送信要
請が受信されると、ＡＲＱ制御器１６４０は、データキュー１６１３に保存された端末か
ら受け取ったデータをチャネル状態に応じて符号化し、エラー検出コードを挿入して基地
局に再送信されるように制御する。
【０２６１】
　また、ＡＲＱ制御器１６４０は、受信部１６２０のデータ処理部１６３１、チャネル復
号器１６２９及びＣＲＣ除去器１６２７と通信しつつ再送信を制御する。例えば、ＣＲＣ
除去器１６２７からデータにエラーが発生した場合、ＡＲＱ制御器１６４０は、基地局に
送信するためのＮＡＣＫ制御メッセージを生成するようにメッセージ生成器１６１７を制
御する。
【０２６２】
　また、ＡＲＱ制御器１６４０は、再送信手順を行う途中にＡＲＱタイマー１６６０から
有効時間の終了メッセージを受け取ると、再送信手順を終了する。
【０２６３】
　上述した実施の形態は、一つの中継局を利用して中継サービスを提供する無線通信シス
テムを例に挙げて説明したが、多重ホップ中継方式の無線通信システムも同様に動作でき
る。
【０２６４】
　上述のように、中継方式を使用する無線通信システムにおいて中継局を利用したアップ
リンク信号に対する自動再送信要請（ＡＲＱ：Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｔｒａｎｓｍｉ
ｓｓｉｏｎ　ｒｅＱｕｅｓｔ）を行うことで、中継局は、基地局にエラーのないデータの
み再送信を行って、基地局は、データに対して信頼度を向上させることができるという利
点がある。
【０２６５】
　一方、本発明の詳細な説明では具体的な実施の形態について説明したが、本発明の範囲
から逸脱しない範囲内で、様々な変形が可能であることはもちろんである。従って、本発
明の範囲は、説明された実施の形態に限定されて決められてはならず、後述する特許請求
範囲の記載による範囲及びそれと均等なものによって決定されるべきである。
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